
１．プログラム概要 

 

 

２．プログラム成果報告は下段表参照（全参加者のスコア平均） 

項目 要素 参加前 修了時 

コミュニケー

ション力 

ボキャブラリー（語彙） 1.8 2.8 

グラマー（文法） 1.8 2.5 

リーディング（読む） 2.5 3.3 

リスニング（聞く） 1.3 2.8 

スピーキング（話す） 1 2.5 

ノン・バーバル・ランゲージ（言葉に依らないコミュニケーション） 2 2.3 

語学力合計点 10.4 16.2 

 
         

異文化適

応能力 

洞察力 2.3 2.5 

傾聴力 2.8 3.8 

柔軟性 2.5 3.3 

受容性 3.5 3.8 

共感性 3.5 4 

持続力 2.5 3.8 

異文化適応能力合計点 17.1 21.2 

 
         

人間力 

主体性・積極性 2.5 3.5 

チャレンジ精神 3.3 3.8 

発信力 3 3.3 

責任感・使命感 3 3.3 

協調性 3.5 3.8 

ストレスコントロール力 2.8 3.8 

規律性 3.8 4.3 

人間力合計点 21.9 25 

 

 

 

 

 

プログラム名 韓国短期語学留学 @大邱大学校(DU) 

実施期間 2024年 8月 5日（月）から 23日（金）までの 3週間 

対象 韓国語や文化交流に興味がある学生 

目的及び内容 韓国随一の広さを誇る協定校・大邱大学校にて、韓国語を学ぶ。また、韓国語学習以外に、主に大邱

大学校日本語学科の学生などとも交流を行う。文化体験には、料理体験、課外活動（遠足など）を含

み、語学運用力と異文化理解の醸成を図る。 



３．自己評価チャート 
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４．プログラム報告書 

1 特に専念した学習項目を教えて下さい。 

●韓国語の文法 

●韓国語の運用力（主にコミュニケーション）  

2 その成果について教えて下さい。 

●基礎的な文法やお店での注文の仕方などを学ぶことが出来た。生活するうえで必要最低限の単語を覚えることが出来た。 
               

３ 現地大学や本学職員の対応はどうですか？ 

●日本語を話せる方がいたため、とても助けられました。職員の皆さんも困ったことがあれば、すぐ対応してくださり優しい印象。            

４ 大学・学校生活中、トラブルはありましたか？それをどのように解決したか教えてください。   

●ソウル旅行の帰りの KTX が一時間以上も遅延し、アナウンスは日本語は流れず何故遅れているのかも理解できなかった。学

生寮には門限があるためすぐに日本語の話せる先生へ連絡相談をした。            

５ その他（任意） 

●韓国に行くのは初めてでしたが現地の方が優しく相談や道を教えてくださったので、どこからも無事に帰ることができた。            

６ 現地の人と交流して気づいた異なる習慣はありますか？異文化コミュニケーション・カルチャーショックを教えて下さい。 

●インドネシアに 2回渡航しているので、大きなカルチャーショックはなかったが韓国料理はおかずが大量に出てくることに驚いた。 

●クラスに日本人しかいなかったのと大学の夏休みが被っていたため、現地の大学生との関わりやコミュニケーションはなかった。            

７ 留学プログラムに参加して、身に着けることのできた知識やスキルはどんなものですか？  

●問題解決能力。様々なアクシデントが起こったがどのように対処すべきなのか自身で考え解決能力を身に付けた。 

●基礎的な会話を身につけることができた。            

８ 留学プログラムを通してどんなことを学びとりましたか？  

●自身で動くことの大切さを学んだ。留学に行ったからと言って必ずしも語学が上達するとは限らないので主体的に動くことで様々

な経験ができた。 

●コミュニケーションをとろうとすることが大事だと思った。            

９ プログラムに参加して、自分に足りないと感じた知識やスキル等、学生が準備しておくとよりよいことを教えて下さい。   

●韓国語のスピーキング能力。ある程度の文法や単語を日本で学んでいたが、実際に使って話す練習はこれまでしなかったので、

自分の意見やお店で注文をすることに躊躇してしまった。もう少し、スピーキングを練習していればよかったなと思った。 

●分からないときは、すぐに聞くことが大事だと思った 韓国語がある程度読めて意味が分かると不安は少ない。            

10 制度●通学●学費●生活費●観光などで次の学生に勧めてあげられるものはありますか？  

●ソウルにはいったほうが良い。韓国の首都なので大きな建物でショッピングをするがのとても楽しかった。往復一万円くらいするの

で貯金は必要。 

●寮で生活している途中でキッチンが新しくなってとてもきれいになったので、外食ではなく、料理をしてみるのもいいと思った。            

11 プログラムを修了し、帰国後はどんな学生生活の計画を立てていますか？卒業後の計画も踏まえて書いて下さい。 

●10月に TOPIK を受けるなので、帰国後も韓国語を引き続きしっかりと留学で習ったことを復習しながら勉強に励んでこうと思

った。卒業後はアパレル商社に内定が決まっており、海外に携わる企業なので卒業後も語学を学んでいこうと思っている。 

●韓国語系の検定を受けながら韓国に関われるような仕事を探したい。             

12 その他、プログラムへの要望●意見がありましたら記入下さい。  

●ほかの国のプログラムにも参加してみたい。 

 


